
業務仕様書 

１ 委託業務名 

繁華街における飲食店等の客引き行為の調査 

２ 本調査の概要 

札幌市市民文化局地域振興部区政課（以下「委託者」という。）が指定する日時及び場所における居

酒屋等の飲食店、カラオケ店等の客引き行為の回数の調査を、目視により行う。調査にあたっては、

当課が指定した範囲ごとの客引き行為の回数を、その指定する区分ごとに記録し、調査報告書を作成

する。 

３ 契約期間 

契約締結日から令和３年６月 30 日までとする。 

４ 業務内容 

⑴ 現地調査 

委託者が指定する６か所において調査員・通行人の安全、調査時の周辺状況への影響を確認するた

め現地調査を実施したうえで、適切な調査員の配置計画を検討し、作業計画に反映させる。 

⑵ 作業計画の作成 

本調査実施に伴う、調査箇所の確認及び調査工程の立案等を行い、作業計画（様式不問）を作成す

る。 

 ⑶ 飲食店等の客引き行為回数の調査 

調査範囲図（別添１、２）に記載の調査範囲において、時間帯別の客引き行為回数を把握するため、 

調査員を配置し、客引き行為回数の調査を行う。（詳細は下記５参照） 

⑷ 調査票及び報告書作成 

調査結果については、調査範囲毎に調査票（別添３、４）に取りまとめ、業務報告書を作成する。 

５ 調査の内容 

  ⑴ 調査範囲  

６か所（調査範囲図（別添１、２）参照） 

 ⑵ 調査日   

・令和３年５月 21日（金）  

・令和３年５月 22日（土） 

・令和３年６月４日（金）  

・令和３年６月５日（土） 

   なお、降雨や新型コロナウイルスの感染状況等により調査に支障があると判断されるときは、調査 

を順延とする。代替日については別途、委託者と協議のうえ決定する。 

⑶ 調査時間   

午後６時から午後 11 時 

 ⑷ 調査対象   

歩道や道路等において、特定の者へ客引き行為を行った者 

 ⑸ 調査内容   

調査範囲において、特定の者に対する客引き行為回数を調査 

⑹ 調査方法  

 ・調査員は、調査範囲において、時間帯・業種別における客引き行為回数の累計を算出する。  



・客引き行為回数の算出は、「飲食店」、「カラオケ店」及び「その他」の業種毎に算出する。 

   ・調査範囲（別添１、２参照）のうち、NO.１、NO.２、NO.４、NO.５、NO.６については、巡回調査 

を行うものとする。また、発見場所の住所を時間帯・業種別に把握する。（別添３参照） 

   ・調査範囲（別添１参照）のうち、NO.３については、原則として、定点調査を行うものとする。ま 

た、調査範囲にとどまっている瞬間の客引き行為者数を１時間毎に把握する。（別添４参照） 

・調査範囲内から調査範囲外の客引き行為を確認した場合は、調査範囲内の客引き行為回数として 

計数する。  

・不特定多数に対する声掛け（相手を特定せずに声掛け等を行う行為）は調査対象外とする。 

 ⑺ 調査票   

別添３、４のとおり 

 ⑻ 調査報告  

各調査日における調査終了後の翌週火曜日までに、別添３、４を基にした概要報告を行うこと。 

 ⑼ 図面データの作成 

   調査範囲のうち、NO.１、NO.２、NO.４、NO.５、NO.６については、地図と発見場所の住所を関連付 

け、マップデータを作成すること。        

⑽ 客引き行為者の見分け方の一例 

飲食店：前掛けをしている者や店のメニュー表などを携えている者が、同一箇所に留まり特定の者 

へ客引きを行うために、通行者に声掛けを行っている者など。 

カラオケ店：広告看板を持ちながら、通行者に声掛けを行っている者など。 

６ 調査員の配置数 

11 人以上を配置 

⑴ 調査範囲のうち、NO.３（別添１参照）については、調査員を６人以上配置する。 

 ⑵ 調査範囲のうち（別添１、２参照）のうち、NO.１、NO.２、NO.４、NO.５、NO.６については、調査 

員を１人以上（合計５人以上）配置する。 

７ 調査前の準備（協議、実施計画の作成等） 

⑴ 協議 

受託者は、契約の締結後、調査の実施日等について、当課との間で協議を行うこと。 

⑵ 実施計画の作成 

上記⑴の協議の終了後、速やかに、各調査場所の実施日等を記載した「実施計画」（様式不問）を作 

成し、当課に提出すること。 

⑶ 調査員に対する研修 

受託者は、調査に従事する者に対し、事前に調査の実施について必要な教育を万全に行い、調査の 

目的、内容等について周知徹底させること。研修を実施するに当たり、不明点等あれば、その都度 

当課に確認すること。 

８ 成果品 

⑴ 実施計画の提出書（提出時期：調査実施前までに） 

  仕様：Ａ４判 

   調査計画書内容：調査概要（調査範囲、調査員配置、巡回手法、工程表など）、安全対策 

⑵ 報告書 1 部（提出時期：業務完了時） 

 仕様：Ａ４判、バインダー綴じ 

報告書内容：調査概要、調査結果（別添２調査票、集計表）、調査結果の地図、打合せ簿「調査報告 

書」を Word で作成し、DVD－Rに保存して当課に提出すること。 



⑶ 電子データ 1 部（提出時期：業務完了時） 

 仕様：CD-R 等に格納 

   電子データ内容：報告書、調査結果が入力された Excel、調査状況写真

９ その他 

⑴ 調査の実施に当たり必要となる備品等は、受託者が用意するものとする。 

⑵ 調査においては、調査員は、目立ちにくい私服を着用することとし、行為者に警戒心を与えないよ 

う、原則、記録等は行為者から離れてさり気なく行うこと。 

 ⑶ 本業務の履行においては、作業全般にわたって、節電、再生紙の積極的な利用、作業成果物の電子

化による紙の節約など、環境に配慮した資源の利用に留意すること。 

⑷ 受託者は、業務上知り得た内容を第三者に漏洩してはならない。  

⑸ 本調査の遂行に当たって、受託者の不注意によって生じた費用及び第三者に損害を与えた場合の費 

用は全て受託者の負担とする。 

  ⑹ この業務の遂行にあたっては、関係法令を遵守し、誠実に業務を遂行すること。 

 ⑺ 成果品に関する権利は、全て札幌市に帰属すること。 

⑻ その他本仕様書に定めのない事項が発生した場合は、受託者と協議のうえ、当課が指示するものと 

する。 





別添１ 

調 査 範 囲 図

NO.４

番号 調査範囲 

NO.1 東西：西２丁目から西４丁目 

南北：北７条から北２条 

NO.2 東西：西１丁目から西６丁目 

南北：狸小路アーケード内から

   南３条 

NO.3 東西：西３丁目から西４丁目 

南北：南４条から南５条 

NO.4 東西：西１丁目から西６丁目 

南北：南５条から南７条 

NO.１ 

NO.２

NO.３



別添２ 

調 査 範 囲 図

JR琴似駅

（地下鉄）

番号 調査範囲 

NO.5 東西：琴似１条から２条 

南北：琴似１丁目から７丁目 

NO.6 東西：北４丁目 

南北：北 22 条から北 25条 

NO.５

NO.６



別添３ 

調査票（調査範囲 NO.１、NO.２、NO.４、No.５、NO.６） 様式 

実施日：令和   年   月   日（  ）   天候：    番号：   範囲名：                       

（単位：延べ回数）

時間帯 ①飲食店 ②カラオケ店 ③その他 合計 発見場所の住所 

午後６時～午後７時      

午後７時～午後８時      

午後８時～午後９時      

午後９時～午後 10 時      

午後 10 時～午後 11 時

合計      



別添４ 

調査票（調査範囲 NO.３） 様式 

実施日：令和   年   月   日（  ）    天候：    番号：      範囲名：                    

（単位：人数、延べ回数）

時間帯 ①飲食店 ②カラオケ店 ③その他 合計 

【午後６時 00 分（人数）】         

午後６時～午後７時 

（延べ回数） 

【午後７時 00 分（人数）】     

午後７時～午後８時 

（延べ回数） 

【午後８時 00 分（人数）】     

午後８時～午後９時 

（延べ回数） 

【午後９時 00 分（人数）】     

午後９時～午後 10 時 

（延べ回数） 

【午後 10時 00 分（人数）】     

午後 10 時～午後 11 時 

（延べ回数） 

合計 

（延べ回数） 


